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研究成果の概要（和文）：本研究課題においては、標準の機能や技術分類（人工知能）による違いを検証するこ
とを通じて、その違いが与える影響を明らかにした。これらの標準の概念の確立を初めて行った。知的資産の類
型であるデザインやシンボルを規定するものの存在に着目し、技術標準の３つの機能（計測、製品、及びデザイ
ン・シンボル）の差異が有効期間に有意な影響を有することを示した。また、人工知能に関する標準（人工知能
標準）も有効期間に有意な影響を持つことを明らかにした。加えて、日本国内の企業等を対象に標準化活動のレ
ベル、活動を行う際に必要となる組織形態、活動に重要な知識源などについての調査（「標準化活動調査」）を
行った。

研究成果の概要（英文）：This research clarified the functions and new technology group of standards 
and examined their influence on the effective term of standards. Focusing on the standards related 
to (1) design and symbol and (2) artificial intelligence (AI), I analyzed the three functions 
(measurement, production, and design and symbol) and AI-related standards. I demonstrated that the 
differences in functions significantly affected the effective term, and that the new technology 
group (i.e., AI-related standards) showed the same influence. Datasets of (1) the design and symbol 
standards and (2) the AI-related standards were constructed, and electronic data were made available
 to the public for research and educational purposes though RIETI HP. Additionally, to examine the 
standardization activities of Japanese organizations, an investigation (Survey on Standardization 
Activities [SoSA]) was conducted on the level of standardization activities, organizational 
structure, and so on.

研究分野： 経営学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、標準の役割や技術分類の違いに着目して、デザインやシンボルに関してのデータセットや、新たな
技術分野である人工知能に係る標準データセットの構築をおこなった。この電子データは研究用途や教育用途用
として、経済産業研究所（RIETI） HPからダウンロート可能な形で一般公開を行っている。データの公開によ
り、関係する研究の裾野拡大が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
製造業をはじめとして、多様な産業が供給する製品、サービスにおいて、技術の標準化が市場化
に果たす役割が大きくなっている。とりわけ、今後成長が見込まれる産業領域である、コネクテ
ッド・インダストリーにおいては、データの収集・共通利用が重要である。そのためには、情報
の交換手法などの共通化・標準化が必要とされる。今日、標準化活動はプラットフォーム構築戦
略と同じ意味を持ち、企業戦略の中心的な課題となっている。関連する企業戦略の実施のために
は、技術標準の持つ特徴の理解と標準化活動の管理を担う組織の適切な設計及び運営が重要で
あると指摘されている(Tamura, 2012; 田村, 2014)。併せて企業がどの程度の標準化活動を、どの
ように行っているかなどを把握することは、標準化活動を管理する上で重要な課題である。1 
 
２．研究の目的 
企業が行う標準化活動を把握することを通じて、技術標準の制定過程における企業活動が、財・
サービスの提供に与える影響を把握し、標準化活動を管理する上で有益な知見を得ることは重
要である。そのため、個別の技術標準の異質性に着目し、技術分野や機能の違いが技術標準の性
質に与える影響の検証を行う。技術標準に関するマイクロデータの構築をおこない、実証的な分
析により、標準の特徴を明らかにする。 
従来、計測規格、製品規格の 2つが技術標準の代表的な類型として考えられてきた。本研究で

は、これら以外に、知的資産の類型と考えられるデザインやシンボルに係る規格が存在すること
に着目して、この標準が有する特徴の分析を試みる。また、新たな技術分野に係る標準は、従来
の技術分野とは異なる効果を有する可能性がある。この点を検証するために、新規の技術分野に
係る標準（人工知能に関連する技術）と他の技術分野の標準との差異について分析を行う。併せ
て、これまで企業等の標準化活動を計測する手法が確立していない状況を踏まえ(Tamura, 2013)、
法人の標準化活動に係る調査を実施する。 
 
３．研究の方法 
(1)技術標準の種類等 (Tamura, 2019a) 
日本の工業標準化法に基づき制定されている日本工業規格(JIS)のデータを活用する。2 標準の技
術分野別の有効期間の違いについて、実証的な分析を行う。技術分野は日本工業規格の技術分類
に基づくものに加えて、独自に人工知能技術に係る分類を設けて、当該技術分野に関係する標準
の特徴について分析を行う。また、技術標準を(1)計測標準、(2)製品標準、及び(3)デザイン・
シンボル標準のカテゴリーに分類を行い、分類ごとの特徴についての実証的な分析を行う。人工
知能標準とデザイン・シンボル標準に係る分類を導入することは技術標準に関する新たな概念
の構築にあたる。 
分析手法として、Cox 比例ハザードモデルに基づくセミパラメトリック生存時間分析を用いる

(Cox, 1972)。イベントとして標準の廃止を用いる。関係するパラメータを設定し、技術分野や標
準の機能の違いが標準の有効期間に有意な影響を有するかについて推計を行う。パラメータと
して(1)技術分類、(2)標準の機能、(3)法的用途への参照（標準必須特許等）などを含めている。 
先行研究としては EU の、情報通信と通信機器の規格に関連した生存時間分析がある(Blind, 

2008)。この中で、情報通信と通信機器に関する標準の有効期間に寄与する要因の分析が行われ
ている。当該研究では、デジュール標準の管理のためのデータベースである PERINORM から関
連データを取得している。3 
 
(2) 標準化活動 
法人が行っている標準化活動に関して、日本国内における約 1600 社を対象として調査を行う。 
 
４．研究成果 
(1) 技術標準の種類等 (Tamura, 2019a) 
①データ構築 
2014 年時点の JIS データのうち、現在有効なものと、過去に廃止された約 14000 件を利用しデ
ータの構築を行った。個別の標準の有効期間は、標準の成立年と廃止年の差として定義される。
廃止されていない標準の有効期間は、成立年から 2014 年までの期間としている。有効期間は連
続変数となる。2009 年以前に制定された標準を選択し対象としている。これは、2009 年以降に
新たに制定された標準は、廃止の機会である見直し時期を迎えていないため、含めることにより

                                                   
1 引用文献等の表記において、一重下線が引いてあるものは、研究代表者の著作等である。二重
下線は、本研究課題に関係する成果を示している。 
2 工業標準化法は 2019 年に産業標準化法に改正・施行された。本報告書作成時点で、日本工業
規格は、日本産業規格に名称が変更されている。ここでは、研究対象とした標準が工業標準化法
に基づいて整備されたものであることを示すために、研究実施時点での名称をそのまま記載し
てある。 
3 PERINORM は、EUの標準策定団体が主にデジュール標準の管理等のために整備しているデータ
ベースである。 



有効期間が短く評価されるとのバイアスを回避するためである。標準必須特許については、利用
可能な、2006 年時点のデータを使用している。 

JIS は標準の技術的な内容に基づいて、19 分野に分類されている。今回の研究ではこの 19 分
類及び、人工知能分類を加えた 20 分類に基づく分析を行っている。技術標準は国際特許分類
(IPC)でラベル化されていないため、目視による分類手法を用いた。4 個別の標準の題名等を目視
により確認し、人工知能に関連する技術を含む標準(人工知能標準[AI-related standard])の抽出を
行った。抽出された標準は、主に人工知能に関係する応用技術（画像処理技術やデータベース技
術など）であった。 
標準の機能([1]計測、[2]製品、及び[3]デザイン・シンボル)については、各標準のタイトルに含

まれる語句をもとに分類をおこなった。具体的には、デザインやシンボルに関連する言葉がタイ
トルに含まれる場合には、デザイン・シンボル標準(Design and symbol standard)に分類している。
計測に関連する語句が含まれる場合は、計測標準と分類している。それ以外の標準は、製品標準
に分類した。その他パラメータとして、法制上の用法（標準必須特許）等についてデータの構築
をおこなった。法制上の用法については e-JISC のデータベース情報等を利用している。5 構築し
たデータに基づく人工知能関係標準の有効期間と、機能の違いに関する分布図を示す(Figure 1)。 
 
②推定結果 
ハザードを標準の廃止として、Cox 比例ハザードモデルに基づく生存時間分析を行った。ハザー
ド比が 1 より大きい場合には、当該技術分類の有効期間が短くなる傾向があることを意味して
いる。逆にハザード比が１より小さい場合は、その逆となる。つまり、ハザード比が 1以下であ
れば、ベースケースと比較してハザードが発生しにくい（即ち、技術標準がすぐに廃止されない
傾向がある）ことを示している。本推計の結果では、自動車、鉄鋼等で、ハザード比が 0.4～0.5
となった。これは、当該技術分野の標準の有効期間が長くなる傾向があることを示している。一
方で、電子・電気機器、情報処理、人工知能などでは、ハザード比が 1を超えた結果が観察され、
技術標準の有効期間が短くなる傾向があることを示している。これらの結果は、技術標準の有効
期間は、新たに設定した人工知能に係るものを含めて技術分類に依存することを示唆する。 
また、標準の機能種類が、技術標準の有効期間に有意な影響を持つことが示された。ベースケ

ース（計測標準）と比較して、デザイン・シンボル標準は有効期間が短い傾向を示した。また、
製品標準も計測標準に比べて有意に短い傾向を示した。デザイン・シンボル標準と製品標準のハ
ザード比の差は、技術分野の違いによる差異より小さくハザート係数の 10%未満であった。加え
て、標準必須特許は、標準の有効期間長期化に正の有意な影響を示した。以上から、これまで潜
在的にしか把握されていなかったデザイン・シンボル標準と人工知能標準が標準の類型として
意味のある概念であることが示された。 
デザイン・シンボル標準は、社会レベルでのブランドの一種であると考えられる。消費財のブ

ランドは、民間企業によって開発・管理され、企業の利益の増大に寄与するのに対して、デジュ
ール標準等において標準化されたデザインやシンボルは、公共のブランドとして、社会福祉を促
進する。今般のコロナウイルスによるパンデミックへの対応のために新たな社会システムの構
築を行う上でも、非言語的な情報の伝達を可能とする、デザインやシンボルに関する標準の役割
は更に重要である。本分野の標準の策定は経済活動の円滑化につながり社会的なブランドの形
成に資する。このため、この分野の標準を明確に認識した管理は重要である(Tamura, 2019a)。 
これら分析に利用された、人工知能標準と、デザイン・シンボル標準に係る電子化リストにつ

いては、RIETI HP 上で、ダウンロード可能な形で公開を行っている（Tamura, 2018a, 2019b）。ま
た、本内容を取りまとめた RIETI ワーキングペーパは ISO の研究レポジトリー:Standards and 
Innovation に採録されている(Tamura, 2018b）。併せて関係する論文としても公表を行っている
（Tamura, 2018c, 2019a, 2019c）。 

 
(2) 標準化活動 
日本国内の企業等に対して、標準化活動のレベル、当該活動を行う際に必要となる組織形態、当
該活動に必要とされる知識などについての調査の実施と分析を行った(「標準化活動調査」[Survey 
on Standardization Activities (SoSA)])。アンケート調査結果については回答企業のうち、約 6割が、
標準化活動を実施していると回答した。また、企業内の標準に関する組織については、約 3割が
組織の整備が行われていると回答した(Tamura, 2019d)。6 本結果は国際標準化機構(ISO)、国際電
気標準会議(IEC)、OECD 科学技術産業局、ドイツ規格協会(DIN)等に概要の提供を行っている。 
 

                                                   
4 特許に係る先行研究では、人工知能特許(AI-related patent)をグループ化し特定するために国際
特許分類(IPC）が用いられている（Fujii and Managi, 2018; Tseng and Ting, 2013）。これら先行研究
では、IPC クラスのうち、G06N 3/00（生物学的モデル）、G06N 5/00（知識ベースモデル）、G06N 
7/00（特定の数学的モデル）、G06N 99/00（その他の関連技術）が人工知能に関連するものと分類
されている（Fujii and Managi, 2018）。 
5 e-JISC は日本産業標準調査会が標準管理等のために整備しているデータベースである。 
6 本調査結果は、2019 年度に取りまとめ公表されている(Tamura, 2019d)。 
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